
様式第４５

1． 委託費の名称

(1) 目的

　粒子線によるがん治療に係る専門的知識･技術を有する人材の育成
のため、粒子線治療に係る放射線腫瘍医、診療放射線技師、医学物理
士等治療施設の中核となる人材を、事業期間の５年間で４０名程度養
成することを目的とする。このため、財団法人 医用原子力技術研究振
興財団、独立行政法人 国立がん研究センター東病院、国立大学法人
大阪大学、国立大学法人 筑波大学陽子線医学利用研究センター、静
岡県立静岡がんセンター、兵庫県立粒子線医療センター、独立行政法
人 放射線医学総合研究所重粒子医科学センター、財団法人 若狭湾エ
ネルギー研究センター粒子線医療研究室の８施設・機関が共同で業務
を行う。
　財団法人 医用原子力技術研究振興財団では、中核機関として、粒子
線がん治療に係る人材育成委員会等各種委員会を主催・運営し、研修
内容の企画・調査、研修内容の指導・評価に必要な事務、協働機関・関
連学会との連絡調整などにより委員会を補佐し、人材育成カリキュラム
の改訂、育成資料の作成・改訂、専門講師派遣等の研修支援、教育機
関・一般への事業の啓発・広報活動、育成対象者の選抜・配置、育成、
修了認定等各業務が円滑になされるよう各種取り纏めを実施する。

(2) 具体的な内容

① 人材育成カリキュラムについての調査・検討
粒子線がん治療に係る人材育成委員会において平成２１年度に改訂さ
れた人材育成カリキュラムについて、研修実施機関の研修担当者等か
らの意見収集調査を積極的に実施して、研修項目等の見直作業を行
い、粒子線がん治療に係る人材育成プログラム（以下、人材育成プログ
ラム）のカリキュラム集として纏めた。
② 研修用資料・教材の追加・改訂
人材育成カリキュラムに基づく基礎研修テキスト等研修用資料・教材の
追加・改訂について検討した結果、基礎研修テキスト、ガイドライン集等
の改訂版作成はかったが、新規教材として「診療放射線技師実務マ
ニュアル」、[ｅ-ラーニング検討用資料「粒子線がん治療の基礎」（ＤＶＤ）
を作成し、協働機関に配布した。また、効率のよい研修を進めるため、
研修者の達成度を確認しやすい達成度評価シート見直し検討作業を行
い、纏めた。
③ 研修内容についての調査・検討・調整、育成者の募集等
１）人材育成カリキュラムを効率的に実施するための方策について検討
し実施した。
２）研修内容についての検討し実施した。
３）人材育成プログラムの研修受講希望者について、情報収集と募集の
方策について検討し実施した。
４）人材育成委員会における研修申請者選考等の事務及び配置先の協
働機関における育成への協力、人材育成研修者と協働機関との調整を
行った。
５）研修内容の映像記録としてＤＶＤを作成し、ｅ－ラーニング等への効
果的な利用についての検討を行った。
④ 粒子線がん治療に係る人材育成プログラム基礎研修の準備・開催
人材育成研修者の基礎研修として基礎研修テキストを用いた研修を４
月と年度末の３月に放射線医学総合研究所において、８月に大阪大学
において開催した。粒子線がん治療に関心のある一般参加者も研修者
と同時受講し、一般参加者には参加証明書を発行した。なお、基礎研修
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⑤ 粒子線がん治療入門セミナーの準備・開催
人材育成プログラムへの優秀な育成対象人材の確保に資する目的と本
事業の啓発・広報活動を兼ねて、「粒子線がん治療入門セミナー」を７月
に福岡県福岡市において、１２月に北海道札幌市において開催した。な
お、入門セミナーの準備・開催は大阪大学と協力して行った。
⑥ 人材育成プログラムのホームページの有効利用
人材育成プログラムのホームページを有効的に利用し、人材育成プロ
グラムで得られた成果等について積極的に公表するなど、今後の展開
に資するための有効運営を図った。
⑦ 人材育成プログラムの取り纏め
人材育成プログラム全体の連携を密としつつ円滑に運営していくため、
人材育成委員会や協働機関代表者会議の開催、各協働機関との連携・
調整を行った。特に、人材育成プログラム全体の進捗状況を確認しつつ
計画の合理化を検討し、外部有識者による人材育成評価委員会を開催
して意見を聞くなど、人材育成プログラムの取り纏めを行った。
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